
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年4月1日～ 年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2024年4月1日

伊那トロン株式会社

2023

作成日：

　

2023 2024

企業理念

☆ 創造

新たに物事を考え出す心を持ち続け、常に挑戦する意欲を持ち貫く。

☆ 感謝

ありがとうの心を持ち、過去・現在・未来において、

多くの人達に支えられている事を常に意識し続ける。

☆ 貢献

社会の発展に力を尽くし役に立つ。

世の中やお客様に対して、何が出来るかを常に考え実行する。

☆ 夢・希望・幸福

今ここに幸せを感じ、実現させたい未来に向かい行動し続ける。

これにより、更なる幸せへと繋がっていく。

伊那トロン株式会社は常にお客様との綿密なコ

ミュニケーションを図り、企画・開発・製造を通 して

蓄積したノウハウを駆使して、ニーズに合わせた

トータルプランニングをはじめ、ディテールまで徹

底したバックアップ＆サポートサービスを提供して

まいります。また、あらゆる関連機器を小ロットか

らお引き受けし、信頼性の高い製品を短納期でお

客様にお届けすべく全力を尽くしてまいります。
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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．伊那トロン株式会社で取り扱う商品の環境負荷軽減と企業活動が両立する
環境配慮型ビジネスプランの策定を推進します。

２ ．二酸化炭素排出量の削減、廃棄物の削減、リサイクル、水使用量削減
に積極的に取組み、改善活動を実施します。

３ ．事業活動の遂行にあたっては、環境に関する法律、条例、及び当社が同意する

その他の要求事項を確実に順守します。

４ ．地域とのコミュニケーションをはかり、地域の環境保全に協力します。

５ ．全社員及び当社に関係する会社に環境方針を周知し、設定した環境目的・目標の

達成向けた活動を行い継続的改善をはかります。

制定日：

伊那トロン株式会社

代表取締役社長

環境経営方針

2006年4月1日

　伊那トロン株式会社は常にエレクトロニクスの未来を見つめ、地球環境の保全
を社会の捉え、環境負荷軽減を目指した社会作りに貢献します。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

伊那トロン株式会社
代表取締役社長　松崎　修

（２） 所在地
本　　　社 長野県上伊那郡南箕輪村6135-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 宮下 博光 TEL：0265-76-3322
担当者 松崎 紘輝 FAX：0265-76-2555

（４） 事業内容
電子部品、制御部品総合卸、基板設計及び組立て、ハーネスの製作

（５） 事業の規模
売上高 億円 年度

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 伊那トロン株式会社
対象事業所： 本　　　社
全社・全組織での活動

□事業や製品（商品）の紹介

12

2024年3月29日

2023

272

13.1
本　　　社
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

業務部

畠中 麻実

営業部

松崎　一輝

松崎 紘輝

二茅　敦志

宮下 博光

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

環境管理責任者

・環境経営に関する統括責任

全従業員

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、EA21環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営計画の審議

代表者（社長）

EA21環境委員会

2024年4月1日

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営方針の策定・見直し

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

代表取締役

松崎　修

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

 環境管理責任者

環境事務局

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

EA21環境委員会

役割・責任・権限

環境事務局

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 中部電力会社2020年度調整後排出係数

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

〇
✕

〇

〇

〇 100%

98% 97%
114

（目標）

57,408

38,720

158

100% 100%グリーン購入の推進

116

97%

5,714

97%
116 116

97%

57,999

97%

98%

5,773

行動目標（次項による）

(オフィス用品G購入率）

水道水の削減

% 100%
99% 84%

（金額率）

環境に配慮した業務改
善

一般廃棄物の削減
kg 163

2022年

基準年度比 2022年

　一般廃棄物排出量 150 163 161

99% 145%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 59,183 58,591 55,772

99%

灯油による二酸化炭素
削減

5,832 8,562

基準値 2023年

67

基準年度比 2022年
39,518

kg-CO2 5,891

118　産業廃棄物排出量 135

13,107 12,973

2024年 2025年

13,241 10,035
（実績）（基準年) （目標） （目標）

評
価

56 47

98%

㎥ 56 55 47
2022年 99%

kg-CO2

99%

98%

99%
39,918

基準年度比

kg 118 117
98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

0.424
総排水量

基準年度比 2022年 75% 98%

kg-CO2 13,375

産業廃棄物の削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

160

39,119

97%
54

98%
55

37,175

160

93%

161

基準年度比 2022年
100%

項　目 2021年 2022年 2023年
二酸化炭素総排出量 59,227

廃棄物排出量

59,183 55,772

基準年度比

98%
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

1,333 2,332

377

1,853

10月

0 387
408

11月 12月
754381 377

【取組評価】結果として昨年より大幅に増えてしまった。ストーブの稼働時
間が多かったことによる。ストーブの数を減らすなどするべきだった

【次年度の取組】次年度はストーブの数を減らすことや、稼働時間を減らせ
るように管理を徹底していく

567 567 1,047 330 456
0

3月1月 2月
0

9月

2月
2,699

2,759 2,5961,250

0

1,723 1,539

01,001 0
4月 5月 6月 7月

・ウォームビズの実施・導入

・気密性を高め、空気取り入れ口の設置 ×

○

1,268 0 0306

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２ △

取組結果とその評価、次年度の取組計画

✕

2,917
9月6月5月4月 8月7月

1,917 2,028

数値目標

1,423

231
0

達成状況

2,914

8月

〇 【取組評価】全体的見ると大幅に削減できたので、良い取り組みが
できたと感じている。

【次年度の取組】次年度は現在の取組を継続しつつ、空調管理を徹
底し夏と冬の電力消費を改善してく、特に冬場の消費を抑えるやめ
服装なども気にしていく

2,553 2,1662,222 2,171 2,6991,964 1,828 2,598

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

0 0
・ＯＡ機器の省エネモード設定 ○
・不要照明の消灯 ○
・昼休みの消灯 ○

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

3月11月10月

○

2,430 5,556
1月12月

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2022年 2023年

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月

灯油（ℓ） 2022年 2023年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2022年

2023年
11

3月2月
13

1月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,344 1,394

11
11 15 20 14

12
14

11月 12月

13 1314 10 20

9月 10月
13 14 8 18 14
15 13 10 15 15

1,374
1,460 1,627 1,481 1,384 1,222 1,662

1,2441,335 1,372

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月 3月
1,328
1,301

9月 10月 11月 12月

達成状況

数値目標 〇 【取組評価】取引の量に対しての廃棄物としては満足のいく結果と
なったが目標に程遠い数字となってしまったので、よりリサイクルや
ミスの削減をする必要がある

【次年度の取組】ごみの分別を意識して廃棄物を減らす

1,268 1,290 1,277 1,362 1,452

6月

・帳票見直しによる印刷物の削減 △

・裏紙の使用 ○
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

5月 7月 8月4月

○

1,001 1,499

数値目標 〇 【取組評価】各営業の意識した営業活動により目標を達成すること
ができた

【次年度の取組】次年度はさらに改善できるよう、オンライン会議や
ルートの見直しを行う

・アイドリングストップ

・エリア別営業活動の見直し
・効率的なルートで配送

6月 7月 8月4月 5月
1,618 1,547 1,365

○
△

達成状況

0

500

1,000

1,500

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2022年 2023年

0

10

20

30

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2022年 2023年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

水道水の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

グリーン購入の推進

環境に配慮した業務改善

8 7
8

1月 2月

11

6月4月 5月

9月 10月

3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10
10

【取組評価】目標を達成することができたが、まだ削減できるところ
もあるので継続して行動を見直していく

【次年度の取組】下期の取り組みを引き続き行う

1月

10

【取組評価】全体的に前年度を下回ることができた。各社員の意識
による結果なので今後も引き続きいい活動を行っていく

【次年度の取組】次年度も削減を意識し活動を行う

9月 10月 11月 12月

0 8 0 8
11

0 8 0 8 0 8
0 0

0

9 7

取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月 12月
7

数値目標 〇
・素材別ボックスの設置

○

○

達成状況

4月
11 9 9 10

数値目標 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月 3月

7
0 99 0 109 08 0

・リサイクル業者の開拓 ○
・作業ミスによる廃棄量の削減

・自動水栓取り付け ×
・トイレに擬音装置取り付け ×

【取組評価】目標を達成することができた

【次年度の取組】次年度も現在の取組を継続する
・環境に配慮したコピー用紙の使用 ○
0 0
0 0

達成状況

・節水弁取り付け ×

0 0

7月 8月

数値目標 〇
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・日常業務改善 ○
仕入先からの現品表の簡素化 ○
出荷時のミスの削減 ○

○・環境配慮提案 【取組評価】各自確認の徹底によりミスの削減、業務の効率化につ
ながり結果的に廃棄物削減に繋がった

【次年度の取組】次年度も現在の取組を継続する

5月 6月 7月 8月

13 12 10 8 11
12 15 9 8 10

0

5

10

15

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2022年 2023年

0

5

10

15

20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（kg） 2022年 2023年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 灯油の漏洩事事故が発生した際の対処
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 火災訓練
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

吉江、佐藤、松崎一輝、我如古、小池、重盛、小川、二茅、矢島

吉江、佐藤、松崎一輝、我如古、重盛、小川、二茅、矢島、竹内、小池

適用される法規制

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2023年9月26日11時00分～11時30分 本社社屋

2023年4月1日より2024年3月29日までの期間で苦情、要請等はありませんでした。

環境手順書に基づきスム－ズに行えた

環境手順書に基づきスム－ズに行えた

2023年9月26日11時30分～11時45分

タンクの漏洩を想定し、タオル、スポンジを敷いて漏洩を防止する訓練を実施、漏洩したことを想定して発見し
た人が部門長に連絡、部門長はタンクのコックを閉めた上で漏洩の規模、影響の及ぶ範囲、故障箇所を確認、影
響が甚大と判断した場合は伊那消防署に連絡をすることを想定して実施

足元のヒーターより出火したとの想定で発見者が大声で火災発生の連絡を行い、初期消火として消火器設置場
所、消火器の使い方の確認と119に通報訓練、避難経路の確認と誘導訓練を行っている。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法
水質汚濁法 灯油の流出

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ・梱包材等）

空調機の簡易点検等

本社社屋

灯油貯蔵タンク
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

弊社は環境美化活動として会社社屋及び周辺の雑草の駆除やゴミ拾い等を
毎朝行っています。また冬季の降雪時には早朝より自発的に除雪作業を従業員全員で行っています。

□編集後記
　

2024年4月1日
カーボンニュートラルに移行しつつある昨今において、また経済活動を行っていく企業にとって、環境への取り組みは
必然的なものであり、当社の企業理念を実現することに繋がっています。
また、電気の使用量や水道水の使用量を把握することは、CO2削減を行うことばかりではなく環境マネジメントシステ
ムのPCDAを実践することで、社会貢献と顧客満足度をあげていくことも可能です。今後も引き続き、取り組みを強化
していきます。
【環境経営目標の評価】
2023年度の環境評価として、二酸化炭素の排出量については、全体としては目標を達成していますが、従業員の増
員により電気の使用量は増えています。
また、一般廃棄物の削減目標についても受注量の増大により、目標に届いていません。上記の状況に鑑み引き続
き、環境負荷物の削減に努めて参ります。
【環境経営方針・環境経営目標・実施体制・その他】
　環境経営方針や環境経営目標・計画・実施体制は現状を維持していきます。また持続可能な開発目標の設定を早
急に行うことで社会貢献を行いたいと考えております。

この度、当社の環境経営レポートを作成しました。このレポートは当社の環境活動をご紹介するだけで

なくＣＳＲレポートとしての活用を考えています。できるだけ多くの皆様に読んでいただき、ご意見をお聞

かせいただきたいと考えています。 今後も更に活動を継続して行きたいと考えています。
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